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（IPCC: Intergovernmental Panel on 































































環が、この 50 年間に約 30% 弱まっ
た可能性がある。この可能性に関
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　・ 表面から 700m までの海洋全
体の平均水温は、この数十年
間に 0.1℃上昇している。
　・ 海 面 上 昇 は、1961 か ら 2003
年 で 1.8mm ／ 年、1993 か ら
2003 年 で は 3.1mm ／ 年 で、
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3   海洋観測から得られた深層の変化















おける 1957 年・1981 年・1992 年・
1998 年・2004 年の 5 回の船舶観測
の結果を解析し、大西洋における
オーバーターンがこの 50 年間で約
30% 弱 ま っ た 可 能 性 に つ い て
Nature 誌 3）に発表した。
　図表 4 は、北緯 25 度における流
量の変化を示しており、正の値が
北向きを示す。大西洋北緯 25 度は
図表 1 で大西洋を北から南まで 3










例えば 1957 年には、1000m 以浅の
北向きの流量は 22.9 m3 ／s であっ














































図表 4　大西洋北緯 25 度における流量の観測結果
参考文献3）を基に科学技術動向研究センターで作成
















































図表 5　5000mから海底までの間に 1990 年代から 2000 年代の間に蓄積した熱を 10 年間の変化として正規化した値
図中の数字は変化分（W/m2）。矢印は、南極周辺で沈み込み太平洋底を北上する周極深層水の経路。



















































（Climate Variability and Predict-



























ク ト（International Ocean Carbon Coor-











的パネル（Global Ocean Ship―based 
Hydrographic Investigations Panel: 















　GO― SHIP では、WOCE 観測線
の中からこの目標を達成するため
に必要な観測線を抽出し、さらに
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が 2009 年 9 月の第 3 回世界気象機
関／政府間海洋学委員会合同海洋・
海 上 気 象 専 門 委 員 会（The Joint 
WMO ①― IOC ② Technical Commis-
sion for Oceanography and Marine 
Meteorology : JCOMM）において決
議された。さらに、 2010 年 6 月に





　2007 年 1 月に、米国科学技術委
員会（National Science and Technol-
ogy Council : NTSC）の海洋科学技
術に関する共同小委員会（NSTC 
Joint Subcommittee on Ocean 
Science and Technology : JSOST）
が、海洋に関する優先研究計画と










tic Meridional Overturn Circulation 
Science（AMOC）が実施されている
　一方、英国でも、2001 年から環
境 研 究 委 員 会（National Environ-
ment Research Council）に よ っ て











5）   南極海における観測研究
　2006 年に南極研究科学委員会






















実線が 10 年間に 1回程度の観測を必要とする観測線、点線がそれより高頻度で観測を必要とする観測線16）
出典：参考文献16）
①WMO：World Meteorological Organization
② IOC：Intergovernmental Oceanographic Commission
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能性を示す成果が 2004 年、2006 年、
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